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特 集 令和8年度当初予算/議会報告会 ��������������������������������� 2
臨時/定例会議 工事請負契約/当初・補正予算などを審議 ����������������� 8
活動報告 所管事務調査/委員会視察研修 �����������������������������������12
一般質問 「おおい町合併時における水確保の約束とは」 など 4人登壇 �����14
追 跡 「災害時における避難所のトイレ対策」など ���������18
アンケート結果 議会だよりアンケート調査結果の報告 ��������������������19

大島認定こども園のホームページはこちらから

今今日日もも笑笑顔顔がが満満開開！！

大島認定こども園
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・自主財源（住民税など）
69億7502万2千円

・依存財源（国・県交付金、補助金など）
52億7197万8千円

※歳入総額に占める原子力発電関連収入
67億6234万8千円

●歳入の主な内訳
・ 町税（住民税、固定資産税など）

48億7661万4千円
・ 国庫支出金（電源立地地域対策交付金など）

27億4240万7千円
・ 県支出金（核燃料税交付金など）

13億248万3千円
・ 繰入金（財政調整基金など）

16億5359万2千円

★子育て支援の充実
●子育て支援医療費助成事業� 3671万2千円
　高校生世代までの医療費の負担軽減。
●保育料などの負担軽減� 3286万2千円
　第一子にかかる保育料の無償化や、3歳以上
の副食費についても無償化。
●入学等応援事業� 1105万8千円
　小・中学校の入学前や中学校卒業前に給付
金を支給。
●子どもの遊び場整備事業� 8380万7千円
　名田庄地区で整備している全天候型遊び場整
備。

【子育てに関する主な質疑】
問部活動の地域移行に伴う課題などは。
答�2 つの部活動で受け皿がなく、保護者会での対応

を検討中。

問スポーツ教育アドバイザーの役割は。
答�社会体育の振興に関する企画や、地域スポーツの

育成支援などを行う。

問ハイリスク妊婦交通費等支援事業とは。
答�町の旅費規程に基づき、交通費を支援。

★高齢者支援の充実
●�高齢者介護予防・地域支え合い事業� �

（ライフスタイルセンシング）� 1471万円
　AIによる健康状態の解析を行い、健康管理
や離れて暮らす家族などの、見守り効果の検証
に取り組む。

　　歳入 122億4700万円　　歳出 122億4700万円

※�骨格予算とは…首長選挙により、政策的な新規事業を基本的
に盛り込まずに、学校などの運営費や、契約済みの事業費な
ど、必要最小限の経費で編成された予算

議案第18号　令和8年度一般会計予算　122億4700万円
前年度当初予算比　2100万円の減額

前年度当初予算額を上回る大型骨格予算を編成

前年度当初予算比 3582万8千円増額
総額155億9051万円

特集1
令和8年度当初予算令和8年度当初予算をを可決！可決！
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●外出支援事業� 386万2千円
　70歳以上の高齢者に路線バス無償化など。

【高齢者支援に関する主な質疑】
問�ライフスタイルセンシング事業は、将来的に医療
費などの抑制につながるのか。

答�データに基づく疾病の把握に効果的と考えている。

問過去に免許証を返納した方も対象か。
答�デマンドバスは 5 年、タクシー券は使い切るまで

複数年使用可能。

問水素ドローンを活用した物流の調査とは。
答�食品や薬などの物流を想定し検証する。

★公共交通機関の充実
●バス対策事業� 1億4918万7千円
　路線バス維持の支援と町内外で運行している
デマンドバスの運行を継続。
●JR小浜線利用促進事業� 760千円
　従来の回数券購入補助などのほか、新たに65
歳以上の利用者への助成を行う。

★防災・防犯対策の充実
●防災対策事業� 5319万4千円
　備蓄物資の整備、防災訓練の実施や自主防
災組織への支援など、防災体制の充実を図る。
●防犯事業� 407万6千円
　防犯カメラ設置支援や防犯隊活動を実施。
●漁港施設整備事業（河村防波堤整備）�
� 2億8876万3千円
　5ヶ年計画で進めてきた、河村防波堤整備工
事の最終予定年度。

【防災対策などに関する主な質疑】
問防犯カメラの設置状況などは。
答�16地区、33ヶ所に設置済み。

★農林水産業への支援
●農業活性化支援事業� 8212万円
　認定農業者などの機械整備に対し助成し、経
営の安定化や後継者の育成を図る。

●農業経営支援対策事業� 807万3千円
　乾田直播の実証試験や、認定農業者などに対
する農業用燃油の助成。
●園芸農業総合支援事業� 611万6千円
　園芸農業（ビニールハウスなど） への助成。
●経営体育成基盤整備事業� 1073万2千円
　名田庄下地区の圃場整備。

●漁家経営構造改善事業� 4902万6千円
　漁船に搭載する動力機器などの導入に対する
支援。
●漁業経営安定化対策事業� 800万円
　漁業用燃油に対する助成。

【農林水産業に関する主な質疑】
問農業公社が予定している稲作経営面積は。
答�1.5㌶を予定。

問乾田直播試験は単年度だけか。
答�大飯、名田庄地区で試験を行うが、天候などの影

響もあるので、複数年を予定。

★商工観光業への支援
●商工管理事業（女性の雇用環境整備）�
� 1500万円
　女性が活躍しやすい職場環境整備に取り組
む事業者への支援。
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●観光振興対策事業� 1億455万7千円
　スーパー大火勢などの地域活性化イベントへ
の助成などを行い、観光誘客の拡大につなげる。

●風車会館維持管理事業� 3383万2千円
　風車会館の内装、電気設備の改修工事。

●きのこの森管理運営事業� 2700万円
　きのこものしり館の外壁、屋上防水処理などの
改修工事。

★交流の充実
●台湾交流事業� 46万5千円
●社会教育事業（ドイツ派遣など）� 474万4千円
　台湾淡水区との交流や、ドイツ・ノイマルクト市
へ町民を派遣し、交流を深める。
●戦略的PR事業� 1456万3千円
　町のPR動画を制作し、移住・定住の促進につ
なげる。
●官学連携事業� 1277万9千円
　コンテストを通じて、若者の視点や発想による
まちづくりのアイデアを提案していただき、優秀な
アイデアの実行支援を行う。

【交流に関する主な質疑】
問コンテストの課題は。
答テーマ設定に工夫をこらしたい。

問�若者出会い交流事業における、詐欺などへの対応
策は。

答入会時に面談を行い、本人確認を行っている。

★企業誘致と起業の支援
●企業振興対策事業� 6261万7千円
　企業立地助成制度に基づく支援と、佐分利地
区に整備されている「しごとみらい産業団地」へ
の企業誘致に取り組み、若者のU・Ⅰターンなど
につなげる。

●起業促進支援事業� 2522万1千円
　町内で創業する場合、創業時の初期投資など
の一部を支援する。
●SEE SEA PARK管理運営事業�
� 3176万5千円
　賑わいづくりや起業、創業の拠点施設として、
起業に向けた支援や、年間を通した賑わい創出
イベントを開催し、うみんぴあエリア全体の誘客
数の増加に取り組む。

★住民サービスの充実
●町民指標活動支援事業� 3620万4千円
　集落ぐるみによる自発的な取り組みを支援する。
●いきいき長寿村改修事業� 1億3552万7千円
　老朽化に伴う改修工事。
●「なごみ」設備等改修事業�
� 3億2250万1千円
　保健福祉センター「なごみ」の空調、給湯、照
明設備などの改修工事。
●予防事業� 464万6千円
　事業の対象者に対し帯状疱疹予防接種費の
助成。
●空き家等対策事業� 1327万9千円
　新たに空き家を取得、改修される方や、空き家
を活用して事業を実施される方に対して、一部助
成する。
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●こども家族館管理運営事業�
� 1億6276万2千円
　大阪・関西万博で展示された恐竜VR映像設
備を移設した「恐竜体験ゾーン」などを活用し、
魅力ある施設運営につなげる。

●雇用対策推進事業（地元就職応援）�
� 197万9千円
　就職活動を控える学生に対し、地元企業を
知ってもらい、就職につながる交流イベントを開
催する。
●総合運動公園合宿施設整備事業�
� 13億5461万4千円
　運動公園内で進めている合宿施設新築工事。

【住民サービスに関する主な質疑】
問骨格予算だが、区長要望に対する対応は。
答�30項目対応しているが、その他は6月補正予算で

優先順位を含めて検討する。

問人材派遣業務の概要などは。
答� 一次的な人員不足に対応するもの。

問選挙時における、共通投票所とは。
答�投票日当日において、町内 6ヶ所どこでも投票が

できることとなる。

議案第19号  令和8年度後期高齢者医療事業
特別会計予算　1億5269万4千円

前年度当初予算比 2838万2千円の増額

議案第20号  令和8年度国民健康保険事業
特別会計予算　9億2249万4千円

前年度当初予算比 8718万4千円の増額
反対討論 　猿橋 巧 議員

議案第21号  令和8年度国民健康保険診療事業
特別会計予算　9031万8千円

前年度当初予算比 509万1千円の減額

議案第22号  令和8年度介護保険事業
特別会計予算　10億2284万3千円
前年度当初予算比 9212万円の増額

議案第23号  令和8年度介護サービス事業
特別会計予算　779万円

前年度当初予算比 21万7千円の増額

議案第24号  令和8年度簡易水道事業
会計予算　5億2690万4千円

前年度当初予算比 906万6千円の増額

議案第25号  令和8年度下水道事業
会計予算　6億2046万7千円

前年度当初予算比 1億5505万円の減額
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おおい町議会では、町民の皆さまへの活動報告や意見交換を行う場として、議会報告会を開
催しています。今年度は「町と原子力発電所の未来を考える」「農林水産業の未来を考える」「安
心して暮らせるまちづくり」の3つをテーマにし、大島・本郷・佐分利・名田庄で開催しました。
いただいたご意見は、今後の議会活動に生かしてまいります。

・  原子力災害時の避難道として、第二青戸大橋
の早期建設が必要。
・ 大島トンネルの照明がほとんど消えていて暗
いため見えにくい。
・ 大島保育園の山側に柵がなく、荒れ放題状態
となっているが、町で対応ができないか。
・ 人口減少対策として雇用創出のための企業誘
致や、大島地区に若者に特化したアパートを
作ってほしい。
・ 水産業の後継者がいない現状では外国人や町
外の人に頼らざるを得ない中で、来てくれた
方の住まいが問題である。旧大島公民館の利
用もしにくい。
・ 発電所の乾式貯蔵について、使用済燃料が永
久保存にならないか心配している。
・ 以前は評価が高く人気があった赤礁崎オート
キャンプ場だが、施設が老朽化していてイメー
ジが悪くなっている。

・ 渇水対策として、水源のない地域は上流地に
農業用用水を溜めておけるタンクの常設など
を考えてほしい。
・ 大阪行きのバス（若狭ライナー）が無くなり
不便。土日運行など若狭本郷駅を発着する路
線を、町費を投入してでも復活させるべきで
ある。
・ スクールバスが通らない地域（長井・成和・
小堀）の対策が必要である。教育委員会に伝
えたが改善されない。
・ 火葬場を早く建設してほしい。都会では街中
に綺麗で違和感がない葬儀場がある。
・ 原子力と町の将来を考えると、産業や雇用の
面から、大飯発電所の1，2号機のリプレー
スが必要である。
・ うみんぴあ敷地内釣り禁止となっているが海
を生かして釣りOKにできないか。

大島

本郷
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・ 国が行う学校給食無償化は小学校のみとなるが、
おおい町では中学校の無償化も考えているのか。
・ 物価高騰で電気代も上がっているため、電気代へ
の補助は考えられないか。
・ 全国的に下水道管の老朽化が問題となっているが、
おおい町の状況はどうなっているのか。
・ 原子力発電所だのみから脱却し、新たな産業への
転換を考えていくべき。
・ おおい町では情報の出し方がダメである。イベン
トなどの通知を分かり易くするなど、広報活動に
力を入れるよう議会からも強く進言してほしい。
・ 不通の林道が多く点在しているため、通行ができ
るよう早急に整備してほしい。
・ 近年、クマの被害が全国で多発しているが、人里と森林の境界が整備されていない
ことが原因であると考えるため、おおい町でも整備を進める必要がある。

・ 地方バス路線（福鉄バス）は朝夕のバスには乗
車されているが、昼間は無人の状態となっている。
昼間の運行を取りやめ、デマンドバスに切り替
えれば、補助金の削減に繋がるのではないか。
・ JR若狭本郷駅発着の福鉄バスと JR小浜線との乗
り継ぎ関係の時間が合っていない。
・ デマンドバスを利用するには予約する必要があり、
急な用事の場合利用しにくい。
・ 原子力発電に依存しないまちづくりへの転換が
必要。
・ U・Ⅰターン対策として受け皿づくり（企業誘致）
が必要。
・ 県道岡田深谷線の早期改良よりも、小浜綾部線
の改良を先に進めた方が良いのではないか。
・ 各家庭の散水などに使用するため、雨水を活用
するためのポリ容器購入に対する補助制度の新設。
・ 砂防ダムなどに堆砂した土砂を取り除き、水を
貯めて渇水時に使用してはどうか。

各会場でいただいた主なご意見は、4月下旬に議会HPにて回答をさせて頂きます。

特集2

佐分利

名田庄
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

審
議
内
容

■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

議案第 3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ●
議案第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ●
議案第18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ●
議案第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ●
議案第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ●
○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（原田議長は採決に加わらない）

令和８年２月臨時会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先
報告第 1号 専決処分の報告について（令和7年度おおい町一般会計補正予算（第8号）） ── 承認

P9

報告第 2号 専決処分の報告について（工事請負変更契約の締結について
（急傾斜地崩壊対策工事（河村（狭間）地区））） ── 承認

報告第 3号 専決処分の報告について（工事請負変更契約の締結について
（過年発生林道施設災害復旧工事（妻谷尾線））） ── 承認

議案第 1号 特定事業変更契約の締結について
（おおい町複合型交流施設第2期改修運営PFI事業）

〈全協〉
原案可決

議案第 2号 工事請負契約の締結について
（ⅰネットぴあ非常用発電装置更新工事） 原案可決

令和８年３月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先
議案第 3号 令和7年度おおい町一般会計補正予算（第9号）

〈予算〉

原案可決 P9
議案第 4号 令和7年度おおい町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決

P10

議案第 5号 令和7年度おおい町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 6号 令和7年度おおい町国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第 7号 令和7年度おおい町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第 8号 令和7年度おおい町介護サービス事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決
議案第 9号 令和7年度おおい町簡易水道事業会計補正予算（第5号） 原案可決
議案第10号 令和7年度おおい町下水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第11号 おおい町犯罪被害者等支援条例の制定について

〈総務〉

原案可決

議案第12号 おおい町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の
制定について 原案可決

P11
議案第13号 おおい町一般職の職員等の旅費に関する条例の全部改正について 原案可決
議案第14号 おおい町行政手続条例の一部改正について 原案可決
議案第15号 おおい町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第16号 おおい町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決
議案第17号 おおい町きのこの森の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〈産建〉 原案可決
議案第18号 令和8年度おおい町一般会計予算

〈予算〉

原案可決

P10

議案第19号 令和8年度おおい町後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
議案第20号 令和8年度おおい町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案第21号 令和8年度おおい町国民健康保険診療事業特別会計予算 原案可決
議案第22号 令和8年度おおい町介護保険事業特別会計予算 原案可決
議案第23号 令和8年度おおい町介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案第24号 令和8年度おおい町簡易水道事業会計予算 原案可決
議案第25号 令和8年度おおい町下水道事業会計予算 原案可決
議案第26号 町道路線の認定について 〈産建〉 原案可決

P11
議案第27号 若狭広域行政事務組合規約の変更に関する協議について 〈総務〉 原案可決
議案第28号 令和7年度おおい町一般会計補正予算（第10号） 〈全協〉 原案可決 P10
── おおい町選挙管理委員会委員の選挙 ── 当選

P11
── おおい町選挙管理委員会補充員の選挙 ── 当選
── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣



Ohi Town Assembly Official Report

No.81おおい町議会だより0 9

特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

審
議
内
容

２
月
臨
時
会
議

令
和
8
年
２
月
10
日

３
月
定
例
会
議

令
和
8
年
２
月
25
日
〜
3
月
17
日

■
審
議
内
容

　
２
月
臨
時
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
３
件
、
議
案
２

件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
１
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

︵
令
和
７
年
度
お
お
い
町 

一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
８
号
︶︶

９
２
４
万
円
増
額

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
な
ど

に
係
る
経
費
を
計
上
す
る
も

の
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
２
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
︵
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
工
事︵
河
村︵
狭
間
︶

地
区
︶︶︶

︻
主
な
変
更
内
容
︼

　
測
量
結
果
に
よ
る
掘
削
土

量
な
ど
増
加
に
よ
る
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

３
４
８
万
９
２
２
２
円

・
変
更
後
契
約
金
額

６
２
９
９
万
７
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
３
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
︵
過
年
発
生
林

道
施
設
災
害
復
旧
工
事
︵
妻

谷
尾
線
︶︶︶

︻
主
な
変
更
内
容
︼

　
林
道
復
旧
に
必
要
な
盛
土

量
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

３
３
７
万
４
８
０
０
円

・
変
更
後
契
約
金
額

７
７
８
０
万
９
６
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
議
案
１
号
︿
全
協
﹀

特
定
事
業
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
お
お
い
町
複
合

型
交
流
施
設
第
２
期
改
修
運

営
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
︶

︻
主
な
変
更
内
容
︼

　
基
準
金
利
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
り
増
額
を
行
う
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

１
１
０
３
万
７
９
４
円

・
変
更
後
契
約
金
額

６
億
２
６
５
７
万
６
４
１
８
円

・
契
約
の
相
手
方

　
 

う
み
ん
ぴ
あ
お
お
い 

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
２
号
︿
全
協
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
ⅰ
ネ
ッ
ト
ぴ
あ
非
常

用
発
電
装
置
更
新
工
事
︶

　
非
常
電
源
設
備
な
ど
の
更

新
や
、
工
事
期
間
中
の
仮
設

電
源
を
確
保
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

５
８
０
９
万
２
８
９
７
円

・
契
約
の
相
手
方

共
和
電
工
株
式
会
社

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
審
議
内
容

　
３
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
議
案
26
件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
３
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
９
号
︶

３
４
０
７
万
４
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
及
び
質
疑
︼

◯
バ
ス
対
策
事
業

４
９
７
万
円
増
額

問
民
間
バ
ス
運
営
事
業

者
へ
の
補
助
金
増
額

理
由
は
。

答

 

補
助
算
定
基
準
に
基

づ
き
、
他
市
町
の
バ

ス
路
線
廃
線
や
、
乗
車
密
度

が
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。

◯ 

集
落
ぐ
る
み
町
民
指
標
活

動
支
援
事
業

２
３
９
万
１
千
円
減
額

問
集
落
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
補
助
金
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答

 

補
助
要
件
に
合
致
し

な
か
っ
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
令
和
６
年
度
に
補
助
要
件

を
緩
和
し
対
応
し
て
き
た

が
、
一
定
の
ル
ー
ル
も
必
要

な
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も

活
用
し
や
す
い
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。

◯
防
災
対
策
事
業

２
６
４
７
万
８
千
円
増
額

問
災
害
時
に
使
用
す
る

ト
イ
レ
カ
ー
は
３
㌧

車
で
あ
る
が
、
運
転
す
る
職

員
が
限
ら
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

答

 

免
許
取
得
に
対
す
る

支
援
な
ど
が
課
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

◯
新
婚
生
活
支
援
事
業

６
０
８
万
５
千
円
減
額

問
補
助
金
が
、
当
初
予

算
額
の
半
額
以
上
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
対

象
者
の
申
請
漏
れ
は
な
か
っ

た
の
か
。

答

 

窓
口
に
手
続
き
に
来

ら
れ
た
際
に
周
知
し

て
お
り
、
対
象
と
な
る
方
が

少
な
か
っ
た
。

◯ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

３
０
４
万
５
千
円
減
額

問
全
額
、
減
額
と
な
っ

た
理
由
は
。

答

 

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
に

お
い
て
、
テ
ナ
ン
ト

誘
致
を
進
め
る
た
め
の
人
材

を
募
集
し
た
が
、
年
度
途
中

の
募
集
で
も
あ
り
、
応
募
者

が
な
か
っ
た
た
め
。



Ohi Town Assembly Official Report

No.81 おおい町議会だより 1 0

特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

一
般
質
問

追 

跡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

審
議
内
容

◯ 
小
学
校
︵
本
郷
小
学
校
︶

校
舎
等
改
修
事
業

問
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新

設
す
る
理
由
は
。

答

 

現
在
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
必
要
と
す
る
児
童

は
い
な
い
が
、
国
の
方
針
に

基
づ
き
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
。討　

論

◯
反
対 

猿
橋　
巧 

議
員

　
歳
入
に
お
い
て
、
株
式
等

譲
渡
益
課
税
率
に
疑
問
が
あ

る
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
県

営
事
業
負
担
金
の
、
率
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
り
反
対
す

る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
４
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

４
９
６
万
４
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
５
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
４
号
︶

６
４
７
１
万
１
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
６
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

４
８
４
万
３
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
７
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
３
号
︶

９
２
９
２
万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
８
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
２
号
︶

２
５
万
７
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
９
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
５
号
︶

２
２
５
４
万
８
千
円
減
額

主
な
質
疑

問
昨
夏
の
本
郷
地
区
渇

水
対
応
業
務
に
お
い

て
、
予
定
し
て
い
た
ダ
ム
貯

水
率
25
％
に
達
し
た
た
め
、

水
運
搬
を
終
了
し
た
の
か
。

答

 

回
復
見
込
み
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
業
務
を

終
了
し
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
10
号
︿
予
算
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第

３
号
︶５

３
１
万
５
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

当
初
予
算
を
可
決

●
議
案
18
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
予
算

１
２
２
億
４
７
０
０
万
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

大津呂ダム

●
議
案
19
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

予
算１

億
５
２
６
９
万
４
千
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
20
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
９
億
２
２
４
９
万
４
千
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
21
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
予
算

９
０
３
１
万
８
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
22
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

１
０
億
２
２
８
４
万
３
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
23
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

７
７
９
万
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
24
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
会
計
予
算

●
収
益
的
収
入

３
億
５
５
７
４
万
９
千
円

●
収
益
的
支
出

３
億
５
５
７
４
万
９
千
円

●
資
本
的
収
入

１
億
６
０
０
５
万
８
千
円

●
資
本
的
支
出

１
億
７
１
１
５
万
５
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
25
号
︿
予
算
﹀

令
和
８
年
度
お
お
い
町
下
水

道
事
業
会
計
予
算

●
収
益
的
収
入

４
億
９
０
７
３
万
４
千
円

●
収
益
的
支
出

４
億
９
０
７
９
万
９
千
円

●
資
本
的
収
入

９
９
４
６
万
２
千
円

●
資
本
的
支
出

１
億
２
９
６
６
万
８
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

当
初
予
算
に
関
す
る
詳
し
い
質

疑
な
ど
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
（
特

集
ペ
ー
ジ
①
）
に
記
事
あ
り
。

補
正
予
算︵
そ
の
２
︶

を
可
決

●
議
案
28
号
︿
全
協
﹀

令
和
７
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
10
号
︶

２
２
８
０
万
円
増
額

　
不
足
と
な
っ
た
除
雪
費
用

を
計
上
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
制
定
・
改
正

を
可
決

●
議
案
11
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
に
対
す

る
町
・
町
民
・
事
業
者
の
責

務
と
、
必
要
な
施
策
に
よ
る

被
害
の
軽
減
並
び
に
地
域
社

会
で
支
え
る
仕
組
み
作
り
。

主
な
質
疑

問
第
５
条
の
、
事
業
者

は
雇
用
す
る
被
害
者

な
ど
の
就
労
に
関
し
必
要
な

配
慮
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

想
定
は
。
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答
 

就
労
へ
の
配
慮
で

は
、
犯
罪
被
害
者
の

通
院
や
、
法
廷
出
廷
へ
の
休

暇
取
得
の
配
慮
が
必
要
。
２

次
被
害
の
防
止
で
は
、
心
な

い
う
わ
さ
や
偏
見
が
は
び
こ

ら
な
い
配
慮
が
必
要
。

個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
や
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
へ
の
配

慮
が
必
要
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
12
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
３
歳
未
満
で
保
育
所
な
ど

に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を

月
10
時
間
ま
で
通
園
で
き
る

制
度
。

主
な
質
疑

問
新
た
に
職
員
を
採
用

す
る
の
か
。

答

 

余
裕
活
用
型
で
の
受

入
れ
を
想
定
し
て
い

て
、
新
た
な
人
員
配
置
な
ど

は
考
え
て
い
な
い
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
13
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
一
般
職
の
職
員
等

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
全

部
改
正
に
つ
い
て

　
国
家
公
務
員
な
ど
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

な
ど
を
踏
ま
え
た
改
正
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
14
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
行
政
手
続
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ

り
、
聴
聞
の
通
知
に
係
る
公

示
は
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
。

主
な
質
疑

問
閲
覧
用
パ
ソ
コ
ン
の

設
置
場
所
と
、
取
り

扱
い
に
つ
い
て
何
課
の
職
員

が
対
応
す
る
の
か
。

答

 

現
在
の
総
合
窓
口
に

設
置
す
る
こ
と
を
考

え
て
お
り
、
総
務
課
の
職
員

で
対
応
す
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
15
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
職
員
の
懲
戒
の
手

続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
法
令
に
基
づ
き
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
職
員
の
減
給
の
率
を

決
め
る
も
の
な
の

か
。
ま
た
、
第
二
種
初
任
給

調
整
手
当
も
含
ま
れ
る
の
か
。

答

 

会
計
年
度
任
用
職
員

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

員
に
つ
い
て
、
第
二
種
初
任

給
調
整
手
当
を
フ
ル
タ
イ
ム

の
職
員
と
同
列
に
す
る
改
正
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
16
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
県
が
提
示
し
た
保
険
料
率

に
対
し
、
被
保
険
者
の
負
担

が
段
階
的
に
一
定
の
水
準
と

な
る
よ
う
税
率
な
ど
を
改
正

す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
新
た
に
創
設
さ
れ
る

子
ど
も
子
育
て
支
援

金
制
度
で
は
、
18
歳
か
ら
課

税
対
象
と
な
る
の
か
。

答

 

18
歳
か
ら
後
期
高
齢

者
に
入
る
ま
で
対
象

と
な
る
。【

賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
17
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
き
の
こ
の
森
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

き
の
こ
も
の
し
り
館
の

「
お
絵
か
き
タ
ウ
ン
」
な
ど

の
運
用
を
、
本
年
度
末
で
終

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

問
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

き
の
こ
の
森
の
Ｐ
Ｒ

や
、
雨
天
、
猛
暑
対
策
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な

も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

 

現
在
、
中
・
長
期
的

な
計
画
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

町
道
路
線
認
定
を

可
決

●
議
案
26
号
︿
産
建
﹀

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
造
成
地
内
の
道
路
２
路
線

を
町
道
に
認
定
す
る
。

主
な
質
疑

問
町
道
路
線
と
し
て
認

定
す
る
２
路
線
の
周

辺
は
、
異
常
潮
位
に
よ
る
道

路
へ
の
冠
水
に
よ
り
、
通
行

止
め
と
な
る
路
線
が
あ
る

が
、
大
丈
夫
な
の
か
。

答

 

今
回
認
定
す
る
道
路

は
分
譲
地
内
で
あ

り
、
地
盤
高
も
高
く
整
備
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
の
夏
の
異

常
潮
位
時
に
お
い
て
も
冠
水

し
て
い
な
か
っ
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

規
約
変
更
を
可
決

●
議
案
27
号
︿
総
務
﹀

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

　
組
合
事
務
所
の
位
置
を
、

小
浜
市
役
所
内
に
変
更
す
る
。

主
な
質
疑

問
議
場
も
小
浜
市
役
所

に
移
転
す
る
の
か
。

答

 

議
会
の
関
係
も
小
浜

市
役
所
内
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　
お
お
い
町
選
挙
管
理
委
員

お
よ
び
、
補
充
員
の
任
期
が

３
月
８
日
に
満
了
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
選
挙
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
お
お
い
町
選
挙

管
理
委
員
に
は
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
日令

和
８
年
２
月
25
日

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
小
野　
与
三 （
名
田
庄
三
重
）

　
三
谷　
忠
男 （
川
上
）

　
中
谷　
真
一 （
河
村
）

　
藤
田　
明
美 （
長
井
）

補
充
員

　
森　
　
一
博 （
名
田
庄
下
）

　
猿
木　
能
子 （
父
子
）

　
鈴
谷　
直
久 （
岡
安
）

　
神
野　
淳
一 （
河
村
）
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新
北
市
淡
水
区
と
の
更
な
る
交
流
の
促
進
へ
！

目
的
と
し
た
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

弁
事
処
か
ら
は
、
こ
の
制
度
の
受
け
皿

と
し
て
、
ぜ
ひ
お
お
い
町
で
も
受
け
入
れ

を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
半
年
間
で
は
あ
る
も
の

の
台
湾
政
府
の
支
援
の
も
と
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
よ
う
な
形
で
町
内
で
活
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
お
お
い
町
の
魅
力
を 

Ｋ
Ｋ

ｄ
ａ
ｙ
（
ア
ジ
ア
最
大
級
の
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
予
約
サ
イ
ト
） 

や
動
画
共
有
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す
る

業
務
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
日
本
の
地
方
に

も
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に

お
い
て
観
光
や
交
流
事
業
を
加
速
さ
せ
る

た
め
に
は
、
こ

の
制
度
を
活
用

し
、
条
件
を
満

た
し
た
青
年
を

受
け
入
れ
る
こ

と
も
有
効
な
方

法
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

貝
塚
市
役
所

貝
塚
市
で
は
、
１
９
６
３
年
に
貝
塚
青

年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
と
台
湾
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
台
湾
女
子
卓
球
チ
ー
ム

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
自
治
体
間
の
公
式
な
協
力
関
係

へ
と
発
展
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

国
際
交
流
は
一
足
飛
び
に
進
む
も
の
で

は
な
く
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
時
間
を
か
け
た
積
み
重
ね

が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
行
政
の
取

り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
交
流
は
広
が
り
に
く
く
、
民
間

事
業
者
や
各
種
団
体
の
参
入
が
交
流
を
具

体
的
に
動
か
し
て
い
く
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
行
政
と
民
間
が
連
携
し
な
が

ら
交
流
の
裾
野

を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
再
認
識

し
ま
し
た
。

台
湾
友
好
交
流
促
進
特
別
委
員

会
活
動
報
告

多
く
の
知
見
を
得
る
た
め
、
友
好
交
流

の
先
進
地
で
あ
る
大
阪
を
訪
問
し
ま
し
た
。

﹇
期
日
﹈
令
和
８
年
２
月
12
日
〜
13
日

﹇
場
所
﹈ 

台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処 

神
農
生
活（
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
内
） 

貝
塚
市
役
所

﹇
参
加
者
﹈
委
員　
６
名

台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処

台
湾
新
北
市
淡
水
区
と
の
「
友
好
交
流

都
市
覚
書
」
を
締
結
し
た
当
町
が
、
今
後

の
交
流
を
進
め
て
い
く
う
え
で
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
意
見
を
伺
う
た
め
、
台
北
駐

大
阪
経
済
文
化
弁
事
処
を
訪
問
し
ま
し
た
。

弁
事
処
で
は
、
劉
拓
副
所
長
を
は
じ
め

職
員
の
方
々
に
大
変
親
切
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
台
湾
政
府
に
よ
る
「
台
湾

青
年
百
億
海
外
円
夢
基
金
計
画
」
と
い
う

制
度
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
台
湾
の
青
年
の
海
外

経
験
の
促
進
や
国
際
的
人
材
の
育
成
を

ま
た
、
台
湾
と
の
交
流
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
制
度
や
補
助
制
度
も
紹
介
さ

れ
、
町
と
し
て
も
弁
事
処
と
の
情
報
共
有

や
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

神
農
生
活 

︵
台
湾
食
雑
貨
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
︶

台
湾
の
雑
貨

や
食
料
品
な
ど

の
商
品
販
売
の

ほ
か
、
台
湾
グ

ル
メ
を
楽
し
め

る
飲
食
店
が
併

設
さ
れ
て
い
る

「
神
農
生
活
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

平
日
の
夕
刻
前
で
し
た
が
、
多
く
の
お

客
様
が
訪
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
台
湾
グ

ル
メ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
お
い
町
で
は
台
湾
文
化
に
触
れ
る
機

会
が
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
店
舗
が
あ
る
こ
と
で
台
湾
を
身
近
に

感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
店
舗
は
購
買
人

口
の
多
い
都
市
部
だ
か
ら
こ
そ
成
立
す
る

側
面
も
あ
り
、
地
方
で
同
様
の
取
り
組
み

を
行
う
に
は
一
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

Report
リポート
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農
業
委
員
会
と
懇
談�

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
研
修
＆
ク
リ
ニ
ッ
ク�

広
報
特
別
委
員
会

に
深
み
と
説
得
力
を
生
ま
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

議
会
だ
よ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
記
事
構
成
や
色
使

い
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た

が
、
細
か
い
部
分
で
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
今
号
か
ら
修
正
を
加
え
て
い

ま
す
。

﹇
期　
日
﹈ 

令
和
８
年
２
月
17
日
〜
18
日

﹇
場　
所
﹈ 

全
国
町
村
議
員
会
館

﹇
参
加
者
﹈
委
員　
６
名

広
報
特
別
委
員
会
で
は
議
会
だ
よ
り
を

町
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
読
み
や
す
く
ま
た
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
広
報
紙
の
研
修
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
は
、「
Ａ

Ⅰ
時
代
に
文
章
を
書
く
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
」
と
「
議
会
だ
よ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
文
章
を
書
く
と
は 

ど
う
い
う
こ
と
か

こ
の
題
目
で
未
来
交
創
代
表
取
締
役
の

前
田
氏
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
章
の
特
徴
と
し
て
次
の

２
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

① 

Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
章
は
、
デ
ー
タ
の
偏
り

や
誤
っ
た
情
報
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
た

め
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
幻
覚
）
の

リ
ス
ク
が
あ
る
。

② 
Ａ
Ｉ
が
書
く
も
の
の
特
徴
は
、
情
報
を

平
準
化
し
思
考
と
感
情
の
行
き
来
が
な

い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
が
書
く
文
章
は
、

内
容
が
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
文
章

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
町
の
産

業
振
興
に
向
け
て
、
町
に
政
策
提
言
す
る

た
め
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
農
業
の
諸
課
題
に
つ
い
て
集

中
的
に
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
お
お
い
町
農
業
委
員
会
の
皆

さ
ま
と
、
農
業
の
諸
課
題
や
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
を
参
考
に

し
て
議
会
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

■
渇
水
対
策

昨
年
は
全
国
的
な
猛
暑
で
、
佐
分
利
川

の
中
流
域
が
干
上
が
る
と
い
う
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
地
球
規
模
で
温
暖
化
が
進

み
、
今
年
も
渇
水
被
害
が
予
想
さ
れ
る

中
、
次
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

恒
久
的
な
渇
水
対
策
が
必
要
。

・ 

上
流
域
に
貯
水
ダ
ム
が
必
要
。

・ 

農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
検
討
を
。

・ 

各
圃
場
上
流
部
に
溜
池
の
新
設
を
。

・ 

水
を
必
要
と
し
な
い
稲
作
の
研
究
が
必

要
。

■
担
い
手
不
足

当
町
に
限
ら
ず
全
国
的
に
農
業
の
担
い

手
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
農

業
だ
け
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
の
難
し
さ

や
重
労
働
で
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
営
農
に
二
の
足
を
踏
む
状
況
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
切
実
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

・
農
家
組
合
長
の
な
り
手
が
い
な
い
。

・ 

海
外
の
人
材
を
雇
い
た
い
が
手
続
き
や

住
居
確
保
な
ど
が
困
難
で
あ
る
。

・
自
分
の
代
で
農
業
は
終
了
と
な
る
。

・ 
Ｊ
Ａ
に
担
い
手
育
成
部
門
を
作
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

■
農
地
管
理

農
家
が
減
っ
て
い
く
中
、
農
地
面
積
は

変
わ
ら
な
い
た
め
、
農
家
一
軒
当
た
り
の

耕
作
面
積
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
お
り
、
次
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
が
、年
々

耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
い
る
。

・ 

農
地
に
適
し
て

い
な
い
農
地
の

転
用
の
緩
和
が

必
要
。

・ 

遊
休
農
地
の
草

刈
り
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
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一
般
質
問

◥�
お
お
い
町
合
併
時
に
お
け
る
水
確
保
の
約
束
と
は

町
長	

�
将
来
的
な
水
利
用
に
寄
与
す
る
可
能
性
に
関
し
、言
及
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、「
約
束
」と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
3
月
定
例
会
議
で
は
、
4
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

問
昨
夏
は
例
年
に
な
い

水
不
足
に
陥
っ
た
。

名
田
庄
村
と
合
併
す
れ
ば
、

水
の
心
配
は
な
い
と
聞
い
て

い
た
が
認
識
は
。

答
︵
町
長
︶
合
併
協
議

に
お
い
て
、
名
田
庄

地
域
が
豊
富
な
水
資
源
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
大

飯
町
に
お
い
て
新
町
の
将
来

的
な
水
利
用
に
寄
与
す
る
可

能
性
に
関
し
、
当
時
の
議
会

や
住
民
説
明
会
な
ど
の
場
で

言
及
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
約
束
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
将

来
へ
の
期
待
や
可
能
性
の
一

端
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら

町
民
の
間
に
も
一
定
の
期
待

が
広
が
っ
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。

問
河
川
か
ら
離
れ
た
集

落
で
の
農
業
用
水
の

確
保
は
。

答
︵
農
林
水
産
課
長
︶

昨
年
の
渇
水
で
は
複

数
の
た
め
池
で
水
位
低
下
が

見
ら
れ
た
。
た
め
池
の
新
設

は
、
水
源
調
査
、
用
地
の
確

保
、
整
備
に
伴
う
地
元
分
担

金
や
施
設
整
備
後
の
維
持
管

理
費
の
負
担
な
ど
多
く
の
検

討
課
題
が
あ
る
。
短
期
的
に

は
既
存
施
設
の
機
能
維
持
や

水
路
の
改
修
を
進
め
、
漏
水

防
止
や
通
水
機
能
の
向
上
を

図
り
、
安
定
的
な
用
水
確
保

に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
の

農
業
者
が
連
携
を
図
り
、
区

域
を
定
め
て
順
次
用
水
を
行

う
番
水
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

問
集
落
単
位
で
簡
易
貯

水
タ
ン
ク
を
設
置
す

れ
ば
、
渇
水
対
策
、
防
災
面

で
も
有
効
で
は
な
い
か
。

答
︵
町
長
︶
将
来
の
農

業
を
守
る
と
い
う
観

点
で
受
け
止
め
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

斎
場
建
設
の
現
状
と

課
題
と
は

問
計
画
よ
り
遅
れ
て
い

る
が
、
現
状
は
。

答
︵
町
長
︶
大
島
地
係

の
選
定
地
で
は
、
地

元
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
現
在

は
小
浜
市
に
て
選
定
作
業
を

し
て
い
る
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な

事
案
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て

を
報
告
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
若
狭
地
域
の
住
民
の
利

便
性
、
公
益
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
早
期
実
現
に
向
け
努
力

し
て
い
る
。

大
島
地
区
の
ト
ン
ネ

ル
の
現
状
は

問
新
大
島
ト
ン
ネ
ル
で

は
、
補
修
工
事
後
１

年
半
で
ま
た
湧
水
が
発
生
。

原
因
と
対
策
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
以
前

と
同
様
、
中
央
排
水

管
の
中
に
新
た
に
詰
ま
り
が

確
認
さ
れ
た
。
新
た
な
ハ
ン

ド
ホ
ー
ル
を
設
置
、
中
央
排

水
管
の
清
掃
を
行
う
た
め
、

現
在
工
事
を
発
注
し
、
４
月

初
旬
に
施
工
す
る
予
定
。
今

後
は
、
工
事
完
了
後
も
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
状
況
把

握
に
努
め
、
適
時
適
切
な
時

期
に
点
検
を
実
施
し
て
い
く
。

問
大
島
ト
ン
ネ
ル
が
暗

い
。

答
︵
建
設
課
長
︶
本
路

線
は
道
路
の
多
重
化

と
防
災
機
能
強
化
の
観
点
に

お
い
て
大
変
重
要
な
道
路
で

あ
る
た
め
、
早
期
の
対
応
を

県
に
要
望
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の�

現
況
は

問
県
下
多
く
の
自
治
体

で
納
税
額
が
増
加
し

て
い
く
な
か
、
本
町
は
右
肩

下
が
り
。
令
和
７
年
度
の
見

込
み
と
分
析
は
。

答
︵
総
務
課
長
︶
現
時

点
に
お
け
る
令
和
７

年
度
の
実
績
見
込
み
は
約

１
，３
０
０
万
円
で
、
前
年

度
比
約
12
％
の
増
額
に
転
じ

る
予
定
。
こ
の
増
額
見
込
み 新大島トンネルの湧水

と
な
っ
た
要
因
は
、
米
に
対

す
る
需
要
の
高
ま
り
を
的
確

に
捉
え
、
安
定
的
な
供
給
体

制
を
整
え
た
こ
と
が
寄
附
者

の
選
択
に
つ
な
が
っ
た
も
の

と
分
析
を
し
て
い
る
。
し
か

し
受
入
額
と
し
て
は
満
足
で

き
る
実
績
で
は
な
い
。

問
増
額
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

答
︵
副
町
長
︶
新
た
に

お
お
い
町
商
工
会
に

お
い
て
、
町
と
の
連
携
の
中

で
返
礼
品
提
供
事
業
者
を
対

象
と
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
商

工
会
に
よ
る
こ
の
専
門
性
の

高
い
取
り
組
み
が
返
礼
品
の

付
加
価
値
を
高
め
、
寄
附
者

に
対
す
る
魅
力
向
上
に
直
結

し
、
ひ
い
て
は
寄
附
額
の
増

額
へ
と
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み

を
持
続
的
か
つ
効
果
的
な
も

の
と
す
る
た
め
、
補
助
を
拡

充
し
、
財
政
面
か
ら
も
支
援

す
る
。

屋
やしき
敷  浩

ひろみち
道
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一
般
質
問

◥�
地
元
に
残
り
就
職
を
す
る
若
者
の
支
援
は

町
長	
重
要
な
人
材
で
あ
り
、支
援
制
度
の
検
討
を
進
め
る

問
高
校
を
卒
業
し
地
元

に
残
り
、
就
職
し
た

若
者
へ
の
就
職
祝
い
金
や
、

定
着
支
援
金
な
ど
の
創
出
は

で
き
な
い
か
。

答
︵
町
長
︶
本
町
の
将

来 

を
支
え
る
大
変

重
要
な
人
材
で
あ
り
、
制
度

内
容
や
対
象
範
囲
な
ど
、
前

向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

問
県
外
に
は
、
お
お
い

町
出
身
者
の
団
体
が

あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
団
体

を
本
町
に
積
極
的
に
招
待

し
、
交
流
の
機
会
を
数
多
く

設
け
て
は
ど
う
か
。

答
︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

町
外
に
お
い
て
「
情

報
伝
達
の
担
い
手
」 

や
「
応

援
団
」
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
で

あ
り
、
交
流
の
機
会
の
創
出

に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
。

高
齢
者
施
策

問
特
殊
詐
欺
は
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る

が
、
被
害
件
数
の
実
態
は
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

本
町
の
刑
法
犯
認
知

件
数

・
令
和
４
年　
21
件

・
令
和
５
年　
14
件

・
令
和
６
年　
13
件

　
こ
の
う
ち
特
殊
詐
欺
を
含

む
詐
欺
犯
罪
は
、
令
和
４
年

か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
３
年

間
で
３
件
で
あ
る
。

問
現
在
の
予
防
体
制
や

取
り
組
み
は
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

条
例
に
基
づ
き
「
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
」
を
設
置
し
て
特
殊
詐

欺
を
重
点
課
題
と
位
置
づ

け
、
啓
発
活
動
や
、
小
浜
警

察
署
と
連
携
し
、
海
外
か
ら

の
不
審
電
話
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
国
際
電
話
利
用
休
止

手
続
き
の
周
知
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
こ
こ
３
年
ほ
ど
減
少

傾
向
と
の
こ
と
だ

が
、
県
内
他
市
町
の
状
況
と

比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

答
︵
町
長
︶
刑
法
犯
認

知
件
数
が
３
年
間
連

続
で
減
少
し
て
い
る
の
は
、

今
年
度
は
本
町
の
み
で
、
県

警
本
部
長
か
ら
本
町
に
対
し

「
刑
法
犯
罪
防
止
取
組
優
良

市
町
賛
辞
」
の
表
彰
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
係
者

各
位
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。

問
金
融
機
関
と
の
情
報

共
有
や
地
域
の
見
守

り
体
制
と
の
連
携
な
ど
、
福

祉
政
策
の
一
環
と
し
て
体
系

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

見
守
り
体
制
と
し

て
、
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
、

そ
の
協
力
事
業
者
と
し
て
、

各
郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
、
銀
行
と

い
っ
た
金
融
機
関
と
も
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
さ
ら
に

取
り
組
む
。

問
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
高

齢
者
の
通
院
や
買
い

物
な
ど
日
常
生
活
を
支
え
る

重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
料
金
の
軽
減
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
︵
総
務
課
長
︶
現
状

の
限
ら
れ
た
車
両
や

人
的
資
源
の
中
で
、
利
用
料

デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
料
金
と
運
行

＊ 

大
人
＝
５
０
０
円
（
大
人
２
名

以
上
利
用
は
３
０
０
円
）

＊
小
学
生
＝
大
人
の
半
額

＊ 

70
歳
以
上
・
障
害
手
帳
所
有
者

＝
３
０
０
円

＊ 

未
就
学
児
・
免
許
返
納
者
（
５

年
間
）
＝
無
料

＊
運
行
＝

　
・ 

大
飯
地
域
で
は
地
域
内
と
高

浜
病
院

　
・ 

名
田
庄
地
域
で
は
地
域
内
と

小
浜
市
谷
口
バ
ス
停
ま
で

金
の
軽
減
は
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
整
備
と
併
せ
て
、
今

後
慎
重
に
検
討
す
る
。

町
政
課
題

問
町
政
運
営
を
振
り
返

り
、
人
口
減
少
対
策

や
高
齢
者
施
策
を
含
め
現

在
、
認
識
し
て
い
る
町
政
の

課
題
は
。

答
︵
町
長
︶
町
の
持
続

的
繁
栄
を
図
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を
大
都
市
に

「
送
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
繁

栄
を
目
指
し
た
方
向
性
か
ら

明
確
に
転
換
し
、 

人
や
モ
ノ
、 

技
術
を
町
に
「
集
め
る
」 

こ

と
に
よ
っ
て
持
続
的
繁
栄
の

糸
口
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

客
観
的
外
部
評
価
も
含
め
、 

町
民
皆
さ
ま
の
幸
福
度
や
満

足
度
の
向
上
に
向
け
た 

取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

堤
つつみ
 　満

みつや
也
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

問
「
原
子
力
発
電
所
の

立
地
地
域
の
将
来
像

に
関
す
る
共
創
会
議
」
の
設

置
経
緯
は
。

答
︵
町
長
︶
運
転
開
始

か
ら
60
年
を
迎
え
た

後
の
姿
も
見
据
え
な
が
ら
、

長
年
に
わ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
を
支
え
て
き
た

立
地
地
域
の
将
来
に
対
す
る

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に

は
、
持
続
的
な
地
域
の
発
展

を
着
実
に
実
現
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
立
地
地
域
と

国
、
電
力
事
業
者
が
目
指
す

べ
き
地
域
の
将
来
像
を
と
も

に
検
討
、
共
有
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
原
子
力
に
関
す

る
研
究
機
関
や
産
業
の
複
線

化
、
新
産
業
の
創
出
な
ど

国
、
事
業
者
に
よ
る
取
り
組

み
を
充
実
、
進
化
さ
せ
て
い

く
た
め
の
議
論
を
行
う
場
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。

問
設
置
の
目
的
は
。

答
︵
町
長
︶
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た

国
の
Ｇ
Ｘ
政
策
と
連
動
し
、

地
域
の
資
源
や
強
み
を
最
大

限
に
生
か
し
た
新
た
な
産
業

や
暮
ら
し
の
姿
を
、
国
や

県
、
立
地
市
町
や
事
業
者
が

と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
。

問
そ
の
会
議
に
お
い

て
、
町
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
意
見
を
出
し
て
、
ど

う
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
︵
町
長
︶「
う
み
ん
ぴ

あ
エ
リ
ア
の
活
用
」

「
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の

振
興
」「
自
動
運
転
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
た
地
域
交
通

の
維
持
・
充
実
」「
住
民
の

安
全
・
安
心
に
直
結
す
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
医
療
の
充

実
」
を
提
案
し
た
。
共
創
会

議
で
策
定
さ
れ
た
取
り
組
み

の
行
程
表
に
、
水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
や
ス
マ
ー
ト
農
林
水

産
業
の
拠
点
形
成
、
交
通
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
脱
炭
素
化
、

自
動
化
、
避
難
道
路
の
多
重

化
や
強
靱
化
、
地
域
医
療
の

充
実
な
ど
、
具
体
的
な
事
業

項
目
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。

問
共
創
会
議
で
は
新
た

な
地
域
振
興
の
仕
組

み
（
信
託
資
金
）
が
あ
る
。

町
は
ど
の
よ
う
な
事
業
申
請

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

県
及
び
立
地
３
町
で

信
託
資
金
の
活
用
に
つ
い
て

は
協
議
を
行
い
、合
意
形
成
を

図
っ
た
上
で
各
事
業
の
実
施

主
体
が
申
請
を
行
う
こ
と
と

な
る
。
現
時
点
で
は
本
町
が

申
請
を
予
定
し
て
い
る
個
別

の
事
業
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問
信
託
資
金
は
立
地
地

域
の
各
種
団
体
も
活

用
で
き
る
が
、
そ
の
申
請
を

町
が
一
括
す
る
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

答
︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

原
則
と
し
て
各
種
団

体
か
ら
の
直
接
申
請
と
な

る
。
仮
定
と
な
る
が
、
町
が

各
種
団
体
に
対
し
て
実
施
す

る
補
助
事
業
が
共
創
会
議
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に

必
要
と
な
れ
ば
、
申
請
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

問
信
託
資
金
を
町
の
既

存
事
業
の
財
源
に
充

当
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る

か
。

答
︵
副
町
長
︶
単
に
既

存
事
業
の
財
源
に
置

き
換
え
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
広
域
的
な
課
題
や

中
・
長
期
的
課
題
に
対
し
て

先
駆
的
な
取
り
組
み
や
共
創

会
議
で
描
か
れ
た
嶺
南
地
域

の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

に
活
用
し
た
い
。

恐
竜
が
や
っ
て
く
る

問
こ
ど
も
家
族
館
で
は

３
月
下
旬
に「
恐
竜

体
験
ゾ
ー
ン
」を
新
設
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
そ
の
詳
細
は
。

答
︵
住
民
窓
口
課
長
︶

大
阪
・
関
西
万
博
に

出
展
さ
れ
た
福
井
県
ゾ
ー
ン

の
恐
竜
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
３

月
25
日
か
ら
恐
竜
体
験
ゾ
ー

ン
と
し
て
供
用
開
始
す
る
。

恐
竜
体
験
ゾ
ー
ン
は
、
な
ん

で
も
ホ
ー
ル
を
使
用
し
、
実

物
大
の
フ
ク
イ
ラ
プ
ト
ル
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
恐
竜
化
石
の

バ
ー
チ
ャ
ル
発
掘
体
験
、
４

面
シ
ア
タ
ー
で
の
Ｖ
Ｒ
体
験

の
３
つ
の
恐
竜
コ
ン
テ
ン
ツ

を
体
験
で
き
る
。

　
営
業
は
土
日
祝
日
や
春
休

み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
を

中
心
に
実

施
し
、
料

金
は
大
人

３
２
０
円
、

小
・
中
高

生
１
５
０

円
、
小
学

生
未
満
は

無
料
で
あ

る
。問

こ
ど
も
家
族
館
の
魅

力
や
価
値
を
最
大
限

引
き
出
し
、
当
該
施
設
を
活

用
し
た
エ
リ
ア
振
興
戦
略
は

考
え
て
い
る
か
。

答
︵
副
町
長
︶
今
回
こ

ど
も
家
族
館
に
大

阪
・
関
西
万
博
か
ら
恐
竜
が

や
っ
て
く
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
面

に
お
い
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
は
こ
の
効
果
を
う

み
ん
ぴ
あ
エ
リ
ア
か
ら
町
内

全
域
に
波
及
さ
せ
た
い
。

◥�
信
託
資
金
に
対
す
る
町
の
基
本
的
な
考
え
は

副
町
長　

�

広
域
的
な
課
題
や
、中・長
期
的
課
題
に
対
し
て
先
駆

的
な
取
り
組
み
に
活
用
し
た
い

細
ほそかわ
川  正

まさひろ
博
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追 
跡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

問
使
用
済
燃
料
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
方

針
に
対
す
る
実
施
の
担
保
は

あ
る
の
か
。

答
︵
町
長
︶
担
保
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、

必
要
不
可
欠
な
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
問
題
の
解
決
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
の
確
保
に
む

け
、
前
進
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を

目
的
と
す
る
原
子
力

政
策
は
破
綻
し
て
い
る
と
考

え
る
が
。

答
︵
町
長
︶
事
業
者
は

も
ち
ろ
ん
、
国
な
ど

関
係
機
関
の
取
り
組
み
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る

加
速
化
に
向
け
、
適
宜
、
要

請
や
発
信
な
ど
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
。

介
護
保
険
制
度
対
応

問
介
護
保
険
制
度
を
安

定
的
に
継
続
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。答

︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

高
齢
者
の
生
活
実
態 六ヶ所再処理工場

や
介
護
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
介
護
事
業
所
の

経
営
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
方
法
や
介

護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
な

ど
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て

協
議
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、「
お
お
い
町
高
齢
者
福

祉
計
画
、
第
10
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。

介護事業所の外国人雇用

大
学
進
学
費
用
対
策

問
現
行
の
進
学
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
支
援
額

は
、
物
価
、
学
費
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
額
の
引
上
げ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
︵
学
校
教
育
課
長
︶

給
付
金
制
度
は
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、
５
年
間
を

区
切
り
と
し
て
制
度
の
効
果

を
検
証
し
、
そ
の
内
容
を
検

討
す
る
仕
組
み
と
し
て
お

り
、
令
和
９
年
度
末
を
目
途

に
検
討
す
る
。

問
卒
業
後
、
返
済
が
求

め
ら
れ
る
学
費
負
担

な
ど
の
借
金
に
対
し
、
一
定

の
給
付
金
事
業
を
創
設
し
て

は
ど
う
か
。

答
︵
教
育
長
︶
仕
組
み

と
し
て
国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
課

題
で
あ
り
、
奨
学
金
返
済
支

援
制
度
の
創
設
は
拙
速
に
判

断
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

の
認
識
か
ら
、
新
た
に
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

除
雪
対
策

問
通
学
路
や
大
型
重
機

の
運
行
の
で
き
な
い

狭き
ょ
う
あ
い
隘
な
生
活
道
の
除
雪
の
た

め
、
小
型
乗
用
ロ
ー
タ
リ
ー

車
の
運
行
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

︵
建
設
課
長
︶
行
政

に
よ
る
対
応
に
も
限

界
が
あ
り
、
公
助
だ
け
で
な

く
住
民
主
体
の
共
助
に
よ
る

対
応
も
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
小
型
除
雪
機
の
導
入
補

助
制
度
の
活
用
や
、
地
域
で

実
施
で
き
る
環
境
整
備
に
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

問
高
齢
者
世
帯
の
増
加

で
心
配
と
な
る
雪
害

で
、
社
協
や
区
な
ど
と
の
連

携
の
充
実
に
係
る
現
状
と
課

題
は
。

答
︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

高
齢
者
世
帯
の
方
々

の
相
談
、
要
請
の
全
て
に
対

応
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と

い
う
点
が
課
題
で
、
近
隣
住

民
と
の
共
助
体
制
の
構
築
や

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材

確
保
と
い
っ
た
課
題
解
決
に

向
け
て
検
討
を
し
て
い
く
。

問
住
民
税
非
課
税
世
帯

や
障
が
い
を
持
つ
方

な
ど
が
冬
季
を
乗
り
切
る
た

め
の
援
助
制
度
を
設
け
て
は
。

答
︵
副
町
長
︶
住
民
税

非
課
税
世
帯
や
障
害

を
持
つ
方
が
い
る
世
帯
に
対

す
る
援
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
、
今
後
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
国
、
県
の
支
援
制
度

の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

◥�
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
方
針
の
担
保
は

町
長	

�
地
域
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
が
重
要
で
あ
る

猿
さるはし
橋　  巧

たくみ
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追 

跡

災害時における避難所の�
トイレ対策の充実は

　災害時の長期避難生活においてトイレ対策が
重要だが、備蓄計画の充実はなされているのか。 
 （令和6年3月議会　猿橋巧 議員）

議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載しています。議員議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載しています。議員
からの提案などがどのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。からの提案などがどのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。

必要な資機材の備蓄を�
継続していく

　避難所用簡易トイレを購入しているが、引き
続き必要な資機材を備蓄していく。

トイレカーを1台購入
　便槽タンク960㍑（約480人分）、小便器1基、
大便器5基を備えた3トン車を8年度中に納入
予定。

どうなった？どうなった？

答　弁

追跡!追跡!
一般質問の一般質問の
行方行方

通学時の荷物軽減に給水設備
を設置すべき

　通学時の荷物軽量化対策として給水設備を
学校に設置し、水筒を減らす工夫が必要では。 
 （令和7年9月　屋敷 議員）

教育的配慮により給水環境の
充実を検討する

　児童・生徒の安全確保や負担軽減、教育的配慮
の両立を図り、給水環境の充実に向け検討する。

町内の小中学校に�
給水設備を設置

　冷温水器を児童・生徒の負担軽減、熱中症な
どの対策として町内の小中学校に設置。

どうなった？どうなった？

答　弁

トイレカーのイメージ 冷温水器
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特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

活
動
報
告

一
般
質
問

追 
跡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

議会だより第80号で今後の議会の広報広聴活動に生かすためにアンケートを実施しました。
書面での回答が44人、おおい町のホームページ掲載のアンケート2次元コードからの回答が8人、
合計52人の方から回答をいただきました。その結果は次のとおりです。（抜粋）

＊注目する記事は…

①審議結果　②一般質問　③特集記事　④活動報告　⑤あれからどうなったの

「編集後記の一筆がとても良いです。」との回答があり、編集者として大変うれしく感じています。

＊「議会だより」への要望は…

①町民の顔や主張を増やす　②情報量を増やす　③その他のご意見
④特集を増やす

「議論の内容を詳細に記載してほしい」、「マンガイラストを使ってほしい」などの意見がありました。

＊その他「議会だより」へのご意見（抜粋）

　・ 町民の声、要望を取りまとめて掲載してほしい。
　・ 一般質問の追跡をたくさん出してほしい。
　・ もっともっと町民の皆様の意見を聞きたい。
　・ 議会活動の中で先進地視察内容をもっと 
詳細に報告してほしい。

　・ 議会での、議員の意見がどんなのがあったか、
もっと知りたい。 
もっと反対意見があったはずだと思う。

　・ 輝く人の、「3年後は」の記事があるといい。

アンケートに協力いただきありがとうございました。
アンケートでは、町民の声の掲載を希望する回答や、議会や議員活

動の記事拡大の意見が多くありました。この結果をふまえ、町民の方
に登場いただく特集記事や、議会の取り組みや経過をわかりやすく発
信し、より身近で開かれた議会だよりとなるよう取り組みます。
紙面の都合上、すべてのご意見を記載していませんが、それぞれを

参考に今後も紙面の充実に努めていきます。

「議会だより」アンケート調査結果を

報告します
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〒
919-2111 福

井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136－

1－
1

TEL（
0770）77－

4060
2026.4.21

N
o.81

●
発
　
　
　
行
：
福
井
県
お
お
い
町
議
会

●
発
行
責
任
者
：
議
長
 
原
田
和
美

●
編
　
　
　
集
：
広
報
特
別
委
員
会

おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は6月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期：6月5日から6月23日まで（19日間）
本会議：6月5日（議案提案理由説明）、6月18日（一般質問）、6月23日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（6月5日、6月8日） 

総務・産業建設常任委員会（6月9日） 
台湾友好交流促進・原子力発電対策特別委員会（6月11日）

6月
定例会議の
予定

●

編
集
後
記
●

新
年
度
の
始
ま
り
に
際
し
、
入
学

や
就
職
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

皆
さ
ま
が
、
人
生
の
目
標
に
向
か
っ

て
前
向
き
に
進
ん
で
い
か
れ
る
よ
う

心
よ
り
応
援
い
た
し
ま
す
。

私
の
身
の
回
り
事
で
す
が
、
2
月

末
か
ら
義
母
（
97
歳
）
の
自
宅
介
護

が
始
ま
り
、
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
の

取
り
付
け
な
ど
慌
た
だ
し
い
準
備
で

し
た
。
妻
は
1
日
の
大
半
を
介
護
に

携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
買
い
物
に
出

か
け
る
時
な
ど
交
代
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

診
療
所
の
往
診
で
の
安
心
感
、
社

協
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
介
護
電
動
ベ
ッ
ド
な
ど
や

介
護
用
品
（
お
む
つ
な
ど
）
の
購
入

費
助
成
制
度
の
充
実
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

毎
日
、
ひ
孫
と
の
出
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
、
終
の
棲
家
で
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
せ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
田
中　
記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

細
川　
正
博

副
委
員
長 

中
西　
秀
和

委　
　
員 

堤　
　
満
也

　
　
〃 

田
中　
秀
樹

　
　
〃 

高
本　
和
良

　
　
〃 

寺
井　
義
孝

書　
　
記 

山
口　
将
史

卒
園
式
や
入
園
式
で
忙
し
い

中
、
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

英
語
学
習
や
ス
キ
ー
合
宿
な

ど
、
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
、
魅
力

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

大
島
認
定
こ
ど
も
園

今
日
今
日
もも
笑
顔
笑
顔
がが
満
開
！

満
開
！

　
今
回
は
大
島
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
さ

ん
た
ち
で
す
。

は
じ
め
に  

園
の
紹
介

🅠🅠  

教
育
や
保
育
の
目
標
を
教
え
て

教
育
や
保
育
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

🅐 ・ 

リ
ズ
ム
運
動
、
体
操
、
か
け
っ
こ
、
散

歩
な
ど
で
体
を
き
た
え
、
心
身
と
も
に

健
康
で
し
な
や
か
な
子
ど
も

・ 

基
礎
的
生
活
習
慣
が
自
立
し
た
子
ど
も

・ 

自
己
を
充
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
意
欲

的
に
活
動
す
る
子
ど
も

・ 

豊
か
な
感
性
と
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

・ 

き
ま
り
や
約
束
を
守
る
子
ど
も

・ 

あ
い
さ
つ
や
返
事
の
で
き
る
子
ど
も

に
育
つ
こ
と
を
目
標
に 

し
て
い
ま
す
。

🅠 

保
育
の
方
針
や
、
独
自
の

取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

🅐 

英
語
学
習
に
取
り
組
み
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
基
礎
を
培
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、毎
年
５
歳
児

は
ス
キ
ー
合
宿
に
行
き
ま
す
。

挑
戦
、自
立
、仲
間
づ
く
り
…

を
経
験
し
ま
す
！

🅠 

小
学
生
と
の
関
わ
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

🅐 

毎
年
秋
に
大
島
小
学
校
の

秋
祭
り
に
５
歳
児
が
参
加
し
て

い
ま
す
。手
作
り
玩
具
や
遊
び

の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、楽
し
い
時

間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
！ 

ま
た
、５
歳
児
と
１
年
生
と
の

交
流
で
は
、歯
磨
き
指
導
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

🅠 

運
営
面
で
困
っ
た
こ
と
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

🅐 

保
育
教
諭
採
用
が
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。園
と
し

て
は
、働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
園
の
魅
力
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

みんなでたべる給食はおいしいな

なる
ほど
！

何して遊ぶ？何か
いるかな

？

上手に
書くぞ

プレゼントは
何かな？

どろど
ろだ～

今日のおはなし
は何だろう？

滑り台楽しー♪発表会
がんばるぞ！


